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　2001 年 3 月の大学設置基準の改正4）により、
双方向での対面授業に相当する教育効果が得られ









































































































































































































6 月 13 日（火）までの約 5 週間とし、授業時間


































に示す。6 月 15 日～16 日を動画撮影期間とし、
撮影した動画は 6月 15日 9：00～6月 16日（金）
17：00 の期間内に各自が手順に則り学内ネット
ワークの Google ドライブの学籍番号のフォルダ
にアップロードし提出するようにした。提出用
フォルダは科目責任者と学生本人しかアクセスで
きないようにし不正防止に努めた。提出期間は 2
日間とし学生が時間的な余裕をもって提出できる
ように配慮した。
Ⅵ　ベッドメイキングの 
実技試験の評価方法
　採点は科目責任者が 1名で動画を視聴し評価基
準に照らして行うことで、個人の基準の差を排除
した。
　評価項目は、①身だしなみ、②リネン類の並べ
方、③下シーツの三角コーナー、④シーツのしわ
の有無、⑤シーツの裏表が正しいか、⑥掛シーツ
の足元の四角コーナー、⑦中心線のずれの有無、
⑧シーツ類のマットレスへの入れ込み方、⑨換
気・環境整備、⑩ボディメカニクスの 10 項目で、
それぞれ 1点を配した。今回の実技試験の評価基
準は一般的に基礎看護技術で用いるベッドメイキ
ングの評価基準10）、11）と同様である。
Ⅶ　ベッドメイキングの試験からの考察
1．動画撮影および提出方法について
　今回のベッドメイキングの実技試験では、学生
がベッドメイキングの動画を撮影し web 上の
フォルダにアップロードする方法を初めて導入し
た。評価基準となる動画撮影手順に沿って動画を
撮影していたため、提出された動画は十分に技術
の到達度を評価できる映像であった。動画はMP4
形式を推奨していたが、スマートフォンの機種に
よってはWMV形式の学生もいた。いずれの動
画形式でも映像の鮮明さに差はなく、Google ド
ライブにアップロードする方法だけでなく、
DVDやUSBなどの記憶媒体に保存して提出する
方法と併用するのであれば、特に動画形式を指定
しなくても良いと考える。
　今回初めてクラウド上のフォルダに動画を提出
するという方法で技術試験を実施したが、動画の
アップロードは通信環境によっては時間がかかる
ため、今後はクラウド上のフォルダにアップロー
ドする方法と記憶媒体に保存した動画を提出する
2種類の提出方法から選択できるように変更する
ことを検討する。
33
ブレンディッドラーニングを用いた基礎看護技術の授業を試みて
2．学習到達目標の達成度
　通常の基礎看護学の技術試験は試験官である教
員が直接目視で確認し評価を行うため、学生の感
じる心理的圧迫は大きい。今回、学生同士で動画
を撮影したことでリラックスした環境で実技が実
施できたこと、納得するまで何度も撮り直しがで
きたこと、ベッドメイキングの補助者は実施者が
選んで良いことなどは受験者である学生のメリッ
トではないだろうか。また、提出するために動画
を実施者（受験者）、ベッドメイキングの補助者、
撮影者の 3人で見直して確認したことで、自己の
技術をリフレクションできるだけでなく、お互い
の実技を評価しあうことで得る学びも多かったと
思われる。
　関口12）は、技術を習得するためには、理論や
それに基づく知識のみでは不十分で何度も反復練
習することによって、その技術を実践する際の感
覚が研ぎ澄まされ、その技術の技能を習得すると
いう過程をたどることが必要であると述べてい
る。反復練習を積み重ねることで確実に技術が上
達することが示唆された。
　榎田ら13）は、ボディメカニクスを「生活行動
援助技術の構成要素」として対象に適用する際に
どの援助にも共通して欠かせない「共通不可欠要
素」と位置付けている。今回の技術試験でボディ
メカニクスを評価項目としていたため、意識して
ベッドメイキングを実施でき、撮影者の学生は側
方からの映像で看護師役のボディメカニクスが良
く理解できたことが考えられる。さらに、学生が
繰り返し動画を視聴しボディメカニクスを意識し
て自己練習に取り組むことができたと考える。
Ⅷ　今後の課題
　今回、新しい授業方法として基礎看護技術論で
ブレンディッドラーニングを実施した。今回作成
した基礎看護学領域の動画教材コンテンツは、基
礎看護技術論の「ベッドメイキング」「体位変換」
「臥床患者のリネン交換」と、日常生活援助技術
論Ⅰの「移動」「移乗」である。基礎看護学領域
では、今後も動画教材コンテンツを増やし、基礎
看護学実習Ⅱまで繰り返し視聴し、自己練習に役
立てられるような整備が必要である。
　動画教材コンテンツは容量が大きくなるため、
スマートフォンで視聴するには通信料や通信速度
などの制約が生じることが考えられる。より利便
性の高いコンテンツを配信するためにも動画の容
量を小さくする工夫が必要である。
　現在は、基礎看護学領域の授業内で e-ラーニン
グ教材として動画の視聴が可能であるが、今後は
卒業時まで学生がいつでも動画を視聴し技術の確
認ができるようなシステム作りや、学生が自己練
習を積極的に実施できるような仕組みや働きかけ
により、学生の卒業時の看護技術力の向上を図る
ことが重要である。
おわりに
　基礎看護技術の技術試験は時間と人的資源を必
要とするため、実際に試験で確認できる看護技術
は限定される。動画提出での技術試験の方法が確
立できれば、学生の心理的負担にも配慮でき、よ
り多くの看護技術の到達度チェックが可能にな
り、学生の実践能力の向上に有用であると考えら
れた。
　また、今回ブレンディッドラーニングを導入
し、動画提出による技術試験を実施したことは、
「予習－講義－復習－演習－自己練習」の習得サ
イクルによる学習に導くために有効であったと考
える。今後は、この習得サイクルによる学習を継
続して学生自身が実践できるような働きかけが必
要である。
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